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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　安伊様～7/17　15:00退院予定。8/23初外来予定のため、退院時処方は37日分処方。退院時には、ケアマネ宛に退院時サマリーを渡してください。
・感染委員会から～7/17から患者動静報告に下記反映してください
山田　りつ様：入院時検査にて梅毒（+）へ変更
江刺家　キヨ様：肘創部からの浸出液なし　MRSA（−）へ変更

・坂本　茂雄様～喀痰見られるが自己排痰できずにいる為、吸引指示が追加。又、嚥下状態不良や日中の眠気見られることから、本日夕からグラマリール・デジレル・メマリーが除剤となっています。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放前はドア蹴り頻回。開放中も「電気…。」と訴え、詰所内の電気のスイッチを弄る事や蛇口に口を付けての飲水行為あり、都度介入要している。介入にて一時的に止めるが、すぐに同行為繰り返す。又、奇声上げながら徘徊も続いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察中。開放中はホールにてテレビを観て過ごされている。妄想発言無く、対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・山田　りつ様～拒食・拒薬なく経過。深夜帯よりホールの隅に布団を持ってきており、日課以外は自床にて臥床している事が多い。表情冴えず、やや活気の無さあり。
・三上　キネ様～15：30体温37.6℃、四肢末梢冷感あり保温行う。16：00体温38.1℃、クーリング開始している。吸引にて白色痰中等量除去し、酸素飽和濃度の低下なく経過。マスク外し頻回にみられ介入要している。
・袴田　将志様～自室にて飲水していることあるが、本人へ確認するも否定している。やや表情の硬さ見られている。妄想発言聞かれ作業もすぐに退室、スタッフオフィス内をのぞき込むことや自室と廊下の往復が頻回にあり、他者から苦情聞かれる。話し掛けにも的外れな返答聞かれている。
・上村　節子様～バイタルサイン異常無し。食事摂取は拒否強く数口のみ摂取。朝は体動活発にあり車椅子離床して点滴実施するが自己抜去あり。午後より体動なく臥床し、点滴トラブルは無い。
・坂本　重雄様～咀嚼は出来るが、嚥下に時間要している。朝食は介助にて1/3摂取出来ているが、昼食は数口のみ摂取。バイタルサインの異常無し。顔面と上肢の振戦なし。湿性咳嗽著明。喀痰自己喀出しているが不十分であり、吸引の指示を受けている。吸引時、強い抵抗あり。嚥下状態、呼吸状態悪い為、本日夕より内服一部変更となる。
・小澤　和子様～独語・徘徊続いている。迷惑行為や他者とのトラブルは無い。
・丹内　栄子様～時折脱衣し全裸のままユニット内を徘徊している。介入にも衣類着用しようとせず。迷惑行為や他者トラブルは無い。
